
精神保健福祉関係者実務研修開催要領 

 

１ 目 的： 医療・保健・福祉・行政関係者に対して研修を行い、精神保健福祉全般に

おける支援技術の向上を図る 

 

２ 主 催： 山口県精神保健福祉センター 

 

３ 対 象： 精神保健福祉相談の実務経験が 3年以上ある保健所、健康福祉センター職

員、市町精神保健福祉担当職員、精神科医療機関職員、相談支援事業所相

談員等 

 

４ 定 員： ５０名程度 

 

５ 日程及び内容： 「精神保健福祉関係者実務研修プログラム」参照（裏面） 

 

６ 場 所： 山口県防府総合庁舎 別棟会議室（防府市駅南町 13-40） 

 

７ 申込方法等 

別紙申込書により FAXで申し込む。 

【申込先】  〒747-0801 防府市駅南町 13-40 防府総合庁舎２階 

山口県精神保健福祉センター FAX：０８３５－２７－４４５７ 

               TEL：０８３５－２７－３４８０ 

 

８ 申込期限： 平成２９年６月２日（金） 

 

９ その他 

申込みは先着順で受け付ける。定員を超え、受講をお断りする場合のみ連絡する。 
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研修会場 



精神保健福祉関係者実務研修プログラム（自殺対策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】 

平成２９年（2017年）６月１０日（土）９時３０分～１５時３０分 

 

【対 象】 

精神保健福祉相談の実務経験が３年以上ある保健所、健康福祉センター職員、市町精神

保健福祉担当職員、精神科医療機関職員、相談支援事業所相談員等 

 

【場 所】 

山口県防府総合庁舎 別棟会議室（山口県防府市駅南町１３－４０） 

 

【プログラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師】 

 関西福祉科学大学 社会福祉学部 教授 都村 尚子先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:00～     受 付 

 

9:30～11:30  講義「電話相談における自殺の問題とその対応」 

 

11:30～12:30  昼食・休憩 

 

12:30～15:30  ロールプレイと振り返り 

 

【講師紹介】 

・関西福祉科学大学社会福祉学部 教授 ・桃山学院大学 非常勤講師  

・臨床教育学博士、認定バリデーション・ティーチャー  

・大阪府自殺対策審議会委員、芦屋市社会福祉審議会委員、神戸いのちの電話訓練委員  

・主な著書  

 『バリデーションへの誘い』（2014 年）日本コミュニティ-ライフサポートセンター（単著）  

 『福祉コミュニケーション論』（2011 年）中央法規出版（編・著）    

電話相談は、顔がみえず、相手の背景が分からない中、対応をすることが求め

られる、匿名での相談が多いなど、面接対応とは違った難しさがあります。 

「死にたい」と言われる方、また「大切な人を自死で亡くした」という方から

の相談を電話で受けた時、支援者としてどのような視点をもち、具体的にどう対

応していくかを学ぶことで、充実した相談対応を目指すことを目的として、研修

を開催します。 



 

                            
 
 
 

 

 

精神保健福祉関係者実務研修申込書 
 

                                              平成２９年  月  日 

 

 

             所属名                     

              

             連絡先（電話番号・担当者名）             

 

氏  名 
役職名 

職 種 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

 申込み締め切り ６月２日（金） 

 

山口県精神保健福祉センター 吉武・永村 行 

（FAX：０８３５－２７－４４５７） 

別紙１ 


